
大学と企業とで育てる創薬化学高度人材プログラム

に係るインターンシップの実施に関する協定書

国立大学法人筑波大学大学院数理物質科学研究科（以下「甲」という。）と○○株式会社（以下「乙」という。）は、甲の派遣型高度人材育成協同プラン「大学と企業とで育てる創薬化学高度人材プログラム」に基づき、学生の実践的な教育を行うことを目的として、甲が甲所属の学生を派遣し、乙がこれを受け入れるインターンシップ（以下「インターンシップ」という。）を実施するに当り、次のとおり協定を締結する。
（対象学生）
１　インターンシップの対象となる学生は、原則として、甲の博士前期課程又は博士後期課程１年生若しくは２年生で、インターンシップに参加させることについて甲と乙が合意した者（以下「インターン生」という。）とする。
（インターンシップの内容）
２　インターン生に関して個別に定めなければならない研究テーマ、インターンシップの期間、場所等については、甲と乙が協議して別に定める。
（秘密保持等）
３　インターンシップの実施に伴う秘密保持及び研究成果の公表については、甲と乙が協議して別に定める。
（知的財産権等）
４　インターンシップにおいて創造された成果物に関して発生した知的財産権等は、乙に帰属するものとする。ただし、当該成果物が、明らかにインターン生が独自に創造したものである場合にあっては、甲と乙が協議して別に定めるところによる。

（誓約書）

５　インターン生は、別紙の誓約書を作成し、あらかじめ乙に提出するものとする。

６　乙は、インターンシップ開始までに誓約書を提出しなかったインターン生については、その受入を拒否することができる。

（事前教育及び達成度評価）
７　甲は、インターン生の派遣に当たり、インターン生に対し乙と共同でインターンシップに必要な事前の専門教育を行うとともに、この協定書及び誓約書の趣旨を徹底するものとする。
８　インターンシップ終了後の達成度評価は、甲と乙が共同で行うものとする。
（個人情報の保護）

９　インターンシップの実施に当たり、乙が取得したインターン生の個人情報は、インターンシップ業務にのみ利用する。

１０　乙はインターン生の個人情報について、乙が定める個人情報の保護に関する基準に則り安全な管理を徹底する。

（保険の加入等）
１１　甲は、インターンシップ中の事故による損害を補填するため、インターン生に傷害保険及び賠償責任保険に加入させるものとする。
１２　インターン生が故意又は過失により、乙又は第三者に損害を与えた場合は、法令に従って処理するものとする。
（インターンシップの中止）
１３　インターン生に、この協定書又は誓約書に違反する行為があった場合は、乙は、甲と協議の上、当該インターン生について、インターンシップを中止させることができる。
（有効期間）
１４　この協定書の有効期間は、この協定書締結の日から１年間とし、期間満了の３０日前までに双方が協議を行わない場合は、自動的に更新するものとする。
（その他）
１５　この協定書に定める事項に疑義が生じた場合若しくは改訂の必要がある場合、又はこの協定書が定めるもののほか必要な事項を定める場合は、甲と乙が協議して処理するものとする。

この協定書は、２通作成し、甲乙記名捺印の上、甲と乙で各１通を所持するものとする。
平成　　年　　月　　日
甲                                　　　　　　　 乙

　国立大学法人筑波大学　　　　　　　　　　　　　　○○株式会社

　大学院数理物質科学研究科　　　　　　　　　　　　○○研究所

　　　研究科長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究所長
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